
田中 栄二さん（左）と田中 秀樹さん（右）

病気だった頃の妻が買える値段で健康食器を。
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TOMATO畑

一切の化学薬品を使わない
こだわり漆器作りを貫いた職人魂

漆器 L A C Q U E R W A R E

別紙カラーチラシで、TOMATO畑の安心こだわり木製食器をご紹介。

　横浜市のTOMATO畑の田中 秀樹さんは、父である

小田原漆器の名工、田中 栄二伝統工芸技能士が、一切

の化学薬品を使わないほんものの漆器を作るために

中国に渡り、完成させたこだわり木製食器を、ひとりでも

多くの人に届けたいと奮闘しています。

　田中 栄二さんの木の器の原料の木は、中国福建省より

南の暖かい地域の原生林にあった野生の木です。中国

政府が開拓伐採している原生林の木を焼却前に入手して

います。そのため、国内のクリ、カキ、ナツメのように農薬

や化学肥料が散布されている心配はありません。国産材

ではどうしても防腐剤、防カビ剤の使用を確認するための

検査費が多額になり、運営が困難でした。

　この原木を製材したあと、荒加工し、

防腐のために煮沸します。防腐剤、

防カビ剤のような薬品は使いません。

仕上げ工程での漂白剤、合成着色料、

石膏(目止剤)などの化学薬品も使い

ません。そのため木材本来の染み

がそのまま残っています。

　漆は貴州省を主に、南部の

原生林の漆の木から自家採取した100％天然漆を使い

ます。防腐剤や合成塗料の混入の心配はありません。

　どんなに早くても原木から製品になるのには １年３ヶ月

以上かかります。３～４年は当り前。その間すべて手造り

で仕上げています。

　田中 栄二さんが、これほど漆器加工の安全を追求する

ことになったきっかけは、奥様が癌に侵されたことでした。

幸い食べものをよくして自然療法を必死に行い、奥様は

癌から生還されました。その経験から、自らの漆器作りの

ときの薬剤処理に罪悪感を感じました。妻の癌は自分の

せいだと思ったからです。以来、人の口に食べものを運ぶ

食器に化学薬品を使ってはならないと考えるようになり

ました。

　執拗なまでに原木や加工段階での薬品不使用にこだ

わる田中さんは、小田原伝統工芸から脱会しました。

当時、最年少で小田原漆器の伝統工芸技能士になって

使命感に燃えていた田中さんは、有害な薬品を使わな

い健康食器こそが伝統を守ることだと考え、何回も中

国を訪れ、答えを探しました。

　中国では原生林が伐採されていることを知り、福建省

の林業局にかけ合って、建材的に価値がなく焼却されて

いる原木を入手できました。中国語は３ヶ月で覚えました。

　1995年、家や車を売って中国に渡りました。ジャングル

の中に、許可もなく工房を建てました（今は許可をとって

工房を運営されています）。その地域の子ども達はほとんど

靴をはいていません。日本人とみるとお金を求めてきま

した。技術を学んで、いい品ものを作れば、いい給料をあげる

と提案し、80人の弟子を育てました。給料は日本円の価値と

同等の金額を払い、村の人の年収は300倍になりました。

今まで離職率ゼロです。フェアトレードのお手本のようです。

　ほんものの原料も揃い、大勢の弟子を持ち、生産体制

も整いましたが、できた製品が順調に売れるはずはあり

ません。小田原伝統工芸会を脱退し、取引先もゼロに

なったからです。さらに全財産をつぎ込んでしまい、大きな

赤字もかかえていました。
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安心こだわり木製食器
●原料

●製造工程
中国政府が開拓政策のため伐採した原生林の原木を
焼却前に入手
荒加工　
煮沸消毒　
乾燥　

虫くい品を取り分けする
本番成形
目止め　

一次乾燥
水研磨　
本塗り　
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腐りやすい導管を１００℃２４時間煮沸消毒して洗浄する
日陰干しで木を1年以上ねかし養生する
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養生とは加熱で縮んだ木をフワッとなるまで待つこと。
フワッとなると保湿性、断熱性に富む
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※TOMATO畑では一部にウレタン塗料したものも作っていますが、
　オルターでは扱いません。

中国福建省より南の原生林の天然木　
クリ、ナツメ、カエデ、ゴム、マツ
中国貴州省を主に、南部の原生林の漆の木から
自家採取した天然漆
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オル ター の 提 案

本当に安全な食べものを手渡すために
○「だれが・どこで・どのようにつくったか」の情報を
　日本一公開します。

○「国産」「無農薬」にこだわり、日本の伝統食を守ります。

○原料段階・飼育段階からポストハーベスト農薬、
　遺伝子組み換え、放射能汚染、トランス脂肪酸、
　食品添加物などを徹底的に追放します。

○プラスチック容器・レトルト食品を追放します。
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　木の器、漆器は木が原料です
ので、イメージ的には天然感が
あり、何かしら安心感を与えて
います。まさか有害な化学薬品は
使用されていないと思いがちです。

しかし、実際には現代の木の器は、御多分に洩れず薬品
まみれで作られています。漆器製品にいろいろな問題がある
ことが一般にあまり知られていないのは、その工芸技術が
一子相伝で親から子へ伝えられているため、秘匿性が高い
ためです。また漆器からの化学薬品の溶出については、食品
衛生上からも何の検査の義務もなく、安全性に関して、一顧
だにしないメーカーの良心にまかせられたままです。
　漆器に使用されている化学薬品を、その工程別に見て
みましょう。栽培時に木に農薬の使用があります。カキ、
クリ、ナツメなどの広葉樹に農薬が使われているからです。
原木段階では防腐目的でベンゼンヘキサクロリドやホル
マリンが使われます。接着剤を使って接合している木も
あります。荒削り段階の木には、防腐剤、防カビ剤処理が
行われます。仕上げ段階では天然染みやバクテリア染みを

市販の漆器の

問 題 点

抜き、割りばしのように白くするために、塩素系などの漂白
剤が使われます。また見ためを美しく豪華に仕上げるため
茶、黄、赤などの合成着色料が使われます。とくに朱色の
一部に水銀化合物が使われたものがありました。見ため
にきれいな木の漆器は用心しなければなりません。
　木目を美しく見せるためには目止剤が使われます。腎臓
障害の心配がある石膏が使われます。石膏を使うとせっかく
の保温性能や断熱性能が下がります。
　食洗機に対応するためガラスコーティングをしているも
のがありますが、これでは熱も伝わりやすくなりますので、
ガラス製品を使っていることとかわりありません。
　仕上げに使う漆についても、昔のような天然の漆はよほど
でないと手に入りません。合成塗料さらには防腐剤配合の
ものがほとんどです。また、本来は何層にも塗るのですが、
下塗りに化学塗料を使っているものもあります。市販の
漆器を紙にこすると、その色が紙に移ります。木の器を使って
食べているときに、それだけ器に使われている化学薬品を
私達は食べさせられているということになります。食器の
安全性は、そのまま食の安全性に直結しています。

P２へ続く

原型での漂白等
薬剤処理の見本

昔ながらの熱湯
煮沸処理の見本


